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図5:Jg/W の関数としてのバンドの底のエネルギー
4 まとめ
キュリー 温度近くでJスピン系の短距離秩序が生じると､結晶中を運動する β
電子はJスピン系が揃った領域で長い時間過ごす状態の方が結晶全体に等しく広がった
状態よりも低いエネルギーを持つようになる｡この状態は可 交換相互作用によって β
電子が局在化するという点で､磁気ポーラロンの性格を持つ｡ただし､磁気ポーラロン
ではβ電子が自ら周りのJスピンを揃えるのに比して､今回の理論ではβ電子がJスピ
ン系に及ぼす影響は最初から無視してので､自発的に生じたJスピン系の短距離秩序の
領域にS電子が準局在している｡今回計算されたバンドの裾の振る舞いがfスピン系の
短距離秩序を反映したものであることは間違いない｡ただし､取り扱いがself_consistent
でないこともあって､バンドの底にできる小さなピー クの物理的意味が今一つはっきり
しない｡Jスピン系の短距離秩序による電気抵抗の計算は今後の課題として残っている｡
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